
《

研

究
ノ

ー

ト
》

U

A

W

ル

ー

サ

ー

体
制
の

成
立

( 8 5 ) 研 究 ノ ー ト

高

田

一

夫

全
米
自
動
車
労
働
組
合
(

口

A

W
)

の

機
能
を

分
析
し
て

い

る

も
の

に

(

1
)

熊
沢

誠
氏
の

労
作
が

あ

る
｡

熊
沢
氏
は

成
熟
し

た

ロ

A

W

の

政
策
体
系
を

(

2
)

｢

製
品
市
場
内
在
的
+

で

｢

取
引
的
+

と

結
論
さ

れ

た
｡

氏
は
､

こ

の

経

済
的
機
能
の

安
定
は
一

九
五

〇

年
代

後

半
に

声
e

亡
t

F
①
【

A
P

m
汁

已
s
t

岩
･

t

訂
ロ

に

よ
っ

て

も
た

ら

さ

れ

た

と

分
析
さ
れ

て

い

る

が

組

合

組
織

は

そ

れ
に

先
立
っ

て

安
定
を
み

た

の

で

あ
る
｡

本
稿
は

こ

の

組
合
組
織
の

側
面

か

ら
ル

ー

サ
ー

体
制

p
川
)

已
F
e
→

A
払

m
i

n

訂
t

岩
t
-

｡
}

-

の

確
立
を

取
扱
う

も

の

で

あ

る
｡

そ
の

場
合
､

熊
沢

氏
が

経
済
的
機
能
の

分
析
か

ら

寡
占
資
本

の

論
理
を

許

容
す
る

取
引
的
取

合

主

義
(

ぎ
s

旨
e

s
s

亡

2 .

〇
ロ
i

s

ヨ
)

と

い

う

経
済
的
イ

デ

オ
ロ

ギ
ー

の

存
在
を

引
き

出
し

た

よ

う
に
､

こ

こ

で

論
者

は
､

ど
の

よ

う

な

政

治
的
立

場
が

選
択
さ

れ

た

の

か
､

労
働
者
の

政
治
運

動
に

つ

い

て

ど

う

い

う
態

度
が

示

さ
れ

た

か
､

を

分
析
す

る
｡

け

だ

し
ビ

ジ

ネ
ス

･

ユ

ニ

オ

ニ

ズ

ム

と

労
働
者
政
党
の

実
質
的
不

在
こ

そ

ア

メ

リ

カ

労
働
運
動
を

特
徴
づ

け
る

も

の

と

さ

れ
て

お

り
､

ニ

ュ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

期

に

成
立

し
た

ロ

A

W

が

こ

の

伝
統
と

ど
の

よ

う
な

関
係
を

持
つ

か

を

検

討

す

る
こ

と

は

ア

メ

リ

カ

労
働
運
動
の

変
質
と

連
続
性
を

め

ぐ
る

議
論
に

資

す
る

と
こ

ろ

が

あ

る

と

考
え

る

か

ら
で

あ
る
｡

(

1
)

『

寡
占
体
制

と

労

働
組

合
』

新

評

論
､

一

九
七

〇

年
｡

(

2
)

同

書
､

終
章
｡

(

3
)

例
え

ば
､

∽
e
-

蒜

勺
e

ユ

日

昌
の

連
続

諷
(

U
e

旨
e

r

呂
n

ゴ
U

亡

口

羽

(

e

P
)
-

ト

乳
Q
､

§
礼

賢
り

訂
琶

b

邑
.

呂

邑
罫
U

n
､

-

ま
}
･

勺

p
･

い

笠
-
い

叫

P
)

と

W
巴
t

e
r

G
巴
e

n

岩
n

の

批
判
(

り

訂

C

岩
C

ぎ
叫

,

訂

凛
b

こ
Q

､

訂

ゝ

勺
卜
､

C
P

m

官
i

倉
e
.

-

ま
○
-

勺
p
･

竺
○

-

干
r
)

Ⅰ

労
働
組
合
組
織
の

｢

安
定
+

に

は

幾
つ

か

の

要

因
が

挙
げ

ら

れ

る
｡

(

一

)

労
働
組
合
の

存
在
自
体
を

確
立

す
る
こ

と
｡

即
ち
､

組
合
の

組
織

化

と

使
用
者
に

よ

る

交
渉
者
と

し
て

の

承
認
が

大
前
提
で

あ
る
｡

ロ

A

W

の

場
合
で

は
､

N

I

R

A

お

よ

び

ワ

グ

ナ
ー

法
に

よ
っ

て

団
結
権

､

団
体

交
渉
権
が

と

も
か

く
も

国
家
か

ら

保
障
さ

れ

て

い

た
｡

無
論
､

使
用
者
は

こ

の

二

法
を

決
し
て

遵
守
は

し
な

か

っ

た

が
､

連
邦
･

州
の

各
政
府
の

強

い

後
援
が

大
き

な

意
味
を

持
っ

た

こ

と
は

否
定
で

き

な

い

｡

(

二
)

組
合

内
の

統
治
制
度
の

整
備
､

言
い

換
え
れ

ば

全
国
組
合
の

確
立

が

次
に

必

要

で

あ
る
｡

こ

れ

は

全
国
組
合
と
ロ

ー

カ

ル

組
合
と

の

問
の

権
力
の

配
分
の

問
題
で

あ
る
｡

ロ

A

W

に

つ

い

て

み

れ
ば
マ

ー

チ

ン

組
合
長
時
代
(

一

九

三

七

-
一

九
三

九
年
)

に

組
合
長
の

権
限

濫
用
で

組
合
が

分
裂
し

た

た

め
､

分
権
化
が

行
な

わ
れ

た

と

は

言
え
､

既
に

全
国
組
合
は
ロ

ー

カ

ル

組
合
に

(

1
)

対

す

る

統
御
権
限
を

確
立
し
て

い

た
｡

(

三
)

全
国
組
合
内
部
で

の

権

力

の

安
定
｡

ロ
A

W

で

は

こ

の

点
が

最
後
の

問
題
に

な

る

が
､

実
際
に

も

長

9

く

激
し

い

分
派

抗
争
の

時
代
が

続
い

た

の

で

あ

る
｡

政
治
的
な

分
派
だ

け

4 3
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で

は

な

く

産
業
別
組
合
内
の

職
業
的
な

利
害
対

立

も

あ
る

が
､

こ

こ

で

扱

ぅ
時
期
に

は

ま

だ

見
ら

れ

な
い

｡

(

四
)

管
轄

権
の

確

定
｡

ロ

A

W

の

場

合
に

は
､

も

と

も

と

A

F

L

系
組
合
の

興
味
を

持
た

な
か

っ

た

空
白
的
産

業
で

あ
っ

た
こ

と
､

お

よ

び
､

法
律
に

よ

り

唯
一

交
渉
代
表
権
が

認
定
さ

れ

た

た

め

に

組
織
の

中
心

部
分
で

は

問
題
は

お

き

な

か

っ

た
｡

次
に

ロ

A

W

の

覿
織
の

歴
史
的
変
遷
を

み
て

み

よ

う
｡

自
動
車

産
業
の

使
用
者
ほ

オ

+

プ

ン

･

シ

ョ

γ

プ

を
モ

ッ

ト

ー

と

し

て

二

〇

年
代
は

実
質

上

労
働
組
合
の

排
除
に

成
功
し
､

会
社
組
合
さ

え

存
在
し

な

い

状
態
で

あ

(

2
)

っ

た
｡

ロ

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

政
権
が

全
国
産
業
復
興
法
に

よ
っ

て

労
働
者
の

団
結
権
､

団
体
交
渉
権
を

と

も
か

く
も

保
護
す

る

姿
勢
を

う
ち

だ

す

と
､

大
量
生

産
産
業
に

消
極
的
な
A

F

L

も

自
動
車
産
業
の

組
織
化
に

の

り
だ

し

た
｡

戦
闘
的
な

直
属
ロ

ー

カ

ル

組
合
の

突
き

上

げ

で
一

九
三

五

年
八

月
､

サ

ウ
ス

･

ベ

ン

ド
に

結
成
大
会
が

開
か

れ

全
国
組
合
ロ
A

W

が

成
立

し
た
｡

大
会
で

は

産
業
別
の

管
轄
権
が

主
張
さ

れ

た

が

A

F

L

熟
練
職
種
組
合
の

反
対

で
パ

ー

ツ

エ

場
に

つ

い

て

の

み

管
轄
を

承
認
さ
れ

た
だ

け
で

あ
っ

た
｡

ま

た

役
員
に

つ

い

て

も

自
動
車
産
業
で

オ

ル

グ
に

あ

た
っ

て

い

た
A

F

L

の

デ
ィ

ロ

ン

が

組
合
長
に

就
き
､

全
体
的
に

A

F

L

の

管
理

下
に

お

か

れ

(

3
)

た
｡

し
か

し

翌

年
の

サ

ウ

ス

･

ベ

ン

ド

大
会
で

ほ

左

翼
勢
力
が

中
心

と

な

(

4
)

っ

て

A

F

L

の

圧
力
を

は

ね
の

け
､

自
ら

役
員
を

選
出
し

た
｡

こ

れ

ほ

ロ

A

W

の

初
期
の

左

巽
的
性
蒋
を

示

す

事
実
で

あ
る
｡

次
は

組
織
化
攻
勢
に

と

り

く
む

看
で

あ
る
｡

ロ

A

W

の

最
初
に

と
っ

た

組
織
方

針
は

唯
一

団
体
交
渉
権
の

獲
得
で

あ

(

5
)

っ

た
｡

第
一

目

標
と

な
っ

た

G

M

で

は
シ

ッ

ト
･

ダ

ウ

ン

･

ス

ト

ラ

イ

キ

と
マ

ー

フ

ィ

州
知
事
の

懸
命
の

調
停
活
動
に

よ
っ

て
､

組
合
員
に

つ

い

て

の

み

交
渉
権
が

認
め

ら
れ

た
｡

ク

ラ

イ
ス

ラ

ー

か

ら

も
こ

れ

に

続
い

て

ほ

細

(

6
)

J
T

ぼ

同
様
の

条
件
の

協
約
が

獲
得
さ

れ

た
｡

し

か

し

フ

ォ

ー

ド
の

組
織
化
は

ハ

リ

ー
･

ベ

ネ
ッ

ト
の

率
い

る

人

事
部
と

デ

ア

ポ

ー

ン

市
と
に

よ

る

労
働

(

7
)

組
合
締
め

出
し

運
動
の

壁
を

破
れ

な

か

っ

た
｡

G

M
､

ク

ラ

イ
ス

ラ

ー

両

社
で

は

組
織
化
が
一

応
達
成
さ
れ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

闘
争
の

日
々

の

記
憶
も

未
だ

生
々

し

く

双

方
と

も

労
使
関
係

の

運
営
に

不

慣
れ

な
｡

と

も

譜
)

て

山
猫
ス

ト

が

雷
ま

ら

ず
､

マ

ー

チ

ン

組
合
長
は

対

策
に

手
を

焼
い

た
｡

全

国
組
合
の

地

位
の

確
立

を

め

ざ

す

組

合
長
は
､

山
猫
ス

ト

は

左

翼
分
子
の

挑
発
で

あ

る

と

判
断
し

て
､

左

翼

系
組
合
幹
部
を

攻
撃
し

自
派
勢
力
の

拡
大
を

は
か

っ

た
｡

マ

ー

チ

ン

派
に

は
ジ

ュ

イ
･

ラ

グ
ス

ト

ー

ン

な

ど
の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー
･

グ

ル

ー

プ

や

フ

ラ

ン

ケ
ン

ス

テ
イ

ー

ン

の

よ

う
な

実
力

者
が

つ

き

(

｢

革
新
派
+

)

､

他
方
反

マ

ー

チ

ン

派
に

は

共
産
党
系
･

社
会

党
系
の

活
動

家
が

含
ま

れ

て

い

た

(

9
)

(

｢

統
一

派
+
)

｡

三

九

年
一

月
に

は

執
行
委
員
会
の

統
一

派
が

マ

ー

チ

ン

組
合
長
を

停
職
処
分
に

付
し
､

ロ

A

W

は
こ

の

二

つ

の

派
閥
の

間
で

分

裂

す
る

に

至
っ

た
｡

こ

の

間
争
の

性
格
は

組
合
長
に

権
力
を

集
中
し

よ

う
と

す
る
マ

ー

チ

ン

と

独
立

的
な

大
ロ

ー

カ

ル

組
合
の

対
立
､

イ

デ

オ
ロ

ギ
ー

的
対
立
に

指
導
者
相
互

間
の

権
力
闘
争
が

か

ら

ん

だ

も

の

で

あ

る
｡

ま

た
､

一

九
三

八

年
の

景
気

後
退
に

よ

る
ロ

A

W

の

停
滞
が

闘
争

を

激

化
さ

せ

(

10
)

た
｡

マ

ー

チ

ン

派
は

分
裂
時
既
に

少
数
派
で

あ
っ

た

う
え
､

以

前
自
ら

拒
否

し

た

A

F

L

に

復
帰
し

た
の

も

悪
く
､

統
一

派
に

よ

る

ロ

A

V
-

C
I

O

J

瑠
阻

織

競
合
に

敗
退
し
､

自
動
車
産
業
は

ほ

ぼ

後
者
の

管
轄
範
囲
と

な

っ

た
｡

こ

れ

は

ワ

グ

ナ

ー

法
に

よ

る

過
半
数
代
表
制
の

も

た

ら

し

た

帰
結



( 8 7 ) 研 究 ノ
ー

ト

で

あ

る
｡

ロ

A

W
･

C

I

O

が
一

九
四
一

年
五

月
に

フ

ォ

ー

ド

を

組
織
化

し

た
こ

と
に

よ

り
､

交
渉
者
と

し

て

の

労
働
組
合
の

地

位
ほ

ひ

と

ま

ず
固

ま
っ

た
｡

次
の

段
階
は

分
派
抗
争
の

時
代
で

あ

る
｡

分
派
抗
争
の

時
代
の

対

立
構
造
は
一

方
に

ア

デ
ス

書
記
長
､

ウ
ィ

ン

ダ

ム

･

モ

･

テ
ィ

マ

ー

ら

を

中
心

と

し
た

｢

共
産
党

準
､

紳
甥

に

ウ
ォ

ル

タ
ー
･

ル

ー

サ

ー

を

中
心

と

し

た

｢

社
会
党
派
+

が

相
対

し
､

中
間
に

ト

ー

マ

ス

組
合
長
､

フ

ラ
ン

ケ
ン

ス

テ
イ

ー

ン

と
い

っ

た

組
合
の

実
力
者
が

流
動
的
に

位
置
す
る

構
図
で

あ
っ

た
｡

こ

の

他
に

第
二

次
大
戦
末
期
に

は

戦
争

協
力
を

め

ぐ
っ

て

全
国
覿
合
と
ロ

ー

カ

ル

組
合
の
一

部
が

対

立

す
る

と

い

う

異
な

る

位
相
の

も
の

も

あ
っ

た
｡

対

立

は

大
会
に

顕
著
に

あ
ら

わ
れ

た
｡

共
産
党
派
と
ル

ー

サ
ー

派
の

対

立
は
､

フ

ァ

シ

ズ

ム

の

興
隆
を

背
景
に

し
た

全
体
主
義
非
難
決
議
(

四

〇

年
､

四
一

年
)
､

共
産
党
派
に

よ

る

ノ

ー

ス

･

ア

メ

リ

カ

ン

･

ス

ト

の

事

後
処
理

(

四
一

年
)
､

戦
争
協
力
の

た

め
の

奨
励
給
制
度
導
入

(

四

三

年
)

を

め

ぐ
っ

て
､

ま
た

全
国
組
合
と
ロ

ー

カ

ル

組
合
の

対

立
は

戦
争
協
力
の

た

め

の

ス

ト
エ

フ

イ

キ

放
棄
､

割
増
給
の

辞
退
を

め

ぐ
っ

て

戦
争
末
期
に

あ

(

13
)

ら

わ

れ

た
｡

後
者
の

対

立
は

戦
争
の

終
了
と
と

も
に

消
滅
し

た

が
､

前
者
は

ま

す
ま

す

激
し

さ

を

加
え

て

い

っ

た
｡

対

立
の

頂
点
は

四
六

年
か

ら

四

七

年
に

か

け
て

の

時
期
に

あ
っ

た
｡

前
年
｢

価
椅
に

ほ

ね

か

え

ら

ぬ

賃
上

げ
+

を

掲

げ
て

ロ

A

V

の

戦
後
交
渉
の

先
鋒
と

し
て

G

M

に

当
っ

た

ル

ー

サ

ー

は

四

六

年
遂
に

組
合
長
選
に

立

候
補
し
て

ト
ー

マ

ス

組
合
長
=

共
産
党
派
に

正

面
か

ら

対

決
し

僅
差
で

勝
っ

た

の

で

あ

る
｡

一

九
四
七

年
大
会
で

は

執
行

(

14
)

委
員
会
も
ル

ー

サ
ー

派
が

多
数
を

占
め

た
｡

共

産
党
派
は

口

A

W

内
の

実

力

者
と

提
携
し
て

こ

れ

ま

で

常
に

全
国
組
合
で

優
勢
を

維
持
し
て

き
た

が
､

冷
戦
情
況
が

明
確
に

な
る

と

と
も

に

労
働
組
合
内
外
で

反
共
主
義
が

強
ま

(

u
)

り
､

タ

フ

ト
･

ハ

ー

ト
レ

一

法
が

施
行
さ

れ

た

り

し

た
こ

と

と
､

ル

ー

サ

ー

ほ

ど
の

指
導
力
を

持
つ

も
の

が

い

な
か

っ

た

た

め
､

戦
争

中
か

ら

既
に

反
共
を

旗
印
に

掲
げ
て

い

た

口
A

W

に

あ
っ

て

勢
力
を

維
持
す

る

の

は

困

難
で

あ
っ

た
｡

一

九
四

七

年
大
会
で

書

記
長
､

副
委
員
長
お

よ

び

執
行
委
員
会
の

多
数

を

掌
握
し

た
ル

ー

サ
ー

派
は

盛
権
を

完
全
に

支
配
し
て

全
国
組
合
の

非

公
選
の

ポ

ス

ト

を

白
沢
で

固
め

た
｡

こ

の

後
で

ほ
､

一

九
五

五

年
に

カ

ー

ル
･

ス

テ

ラ

ト
が

全
国
組
合
副
組
合
長
に

立

候
補
し

て

敗
れ

た
こ

と
､

一

九

五

九

年
の

口
A

W

全
国
民

主
化
行
動
委
員
会
(

N

C

F

D

A
)

の

結
成

が

あ

る

が
､

分
派
抗
争
の

時
代
の

も
の

と

ほ

比

較
に

な

ら

な

い

の

で

あ

(

17
)

る
｡(

1
)

b
ゝ

葛

C

芸
鼓
"

邑
計
声

】

琵
タ

A
r
t

E
e

二
｢

∽
e

c
t
i

O

ロ

N

従

っ

て

行

論
に

関

し

て

最

も

大

き

な

変

化
は

団

体

交

渉

機

能
が

ロ

ー

カ

ル

組
合
の

企

業
別

合

同

覿
織
に

移

さ

れ

行

政

権
か

ら

分

離
し
た

こ

と

で

あ
る
｡

q
ゝ

司

〔
Q

苫

鼓

g
訂
声

岩

恕
.

A
H

亡
c
l

e

-

¢

･

(

2
)

R
O

b
e

ユ

ロ

呂
ロ
.

ト

鼓
弓

§
丸

』
ゴ

き
S

&
告
ご

Z
①

W

ゴ
U

r

打
-

-

冨
¢
.

c

F
P

勺
.

㍍
Ⅰ

参
照
｡

(

3
)

W
巴
t

e
l

G
巴
e

ロ
S

｡

ロ
ー

→

訂

〔

岩
C

訂
患

責
払

こ
Q

こ
訂

ゝ

勺
卜
､

C
P

m
b
r

己

笥
,

-

心

示
〇
.

勺

p
･

-

N

い

-
N

P

(

4
(

5
(

6

～

巴
礼
こ

p

ワ

ー

い

O

｢
い

N
･

S
i

一
声
e

叫

句

…
.

e
､

望
㌣

b
2
e

声

A
n
n

A

旨
0
1
･

-

ま
や
･

ワ

ー

∞

-

G
已
e

m
∽

呂
､

竜
一

邑
こ

℃

勺

.
こ
ム

丁
-

£
､

-

£
⊥

旨
･

44 J



一 橋論 叢 第 七 十 四 巻 第 四号 ( 8 8 )

(

7
)

句
r

巴
-

打

C

O
→

邑
e
r

巴
-

d

W
〓

〓

P

m

ナ

E
P
t

O

m
.

知

芸

誉ヽ
.

E
ロ
g

訂
w
0

0
払

C
】

i

址

訂
､

-

¢

冒
､

C

F
P

ワ

恥

･

(

8
)

G
e

O

蒜
e

空
軍
口

打

w
0
0

d
､

→

訂

q
茸
軋

訂
軋

ゝ

邑
Q

玉
Q

芝
､
屯

胃
≒
･

計
岩

見

ゝ

S
等
訂
き

岩
改
-

竺
.

u

ロ

p

已
U
-

訂
F
e

a

勺
F

.

P

t

F
e
s

-

s

(

亡
2 .

く
e
r
∽

旨
叫

O
f

C

F

訂

品
〇
.

-

ま
ー

)
.

勺

ワ

00

N

-
00

山

.

(

9
)

ラ

ヴ
ス

ト

ー

ン

は
一

九
二

九

年
ま
で

共

産

党
の

書

記

長
を

勤
め

た
が
､

｢

右

巽
偏
向
+

と

し

て

追
放

さ

れ

た
ブ
ハ

ー

リ

ニ

ス

ト

で

あ

る
｡

G
巴
e

n
∽

○

ロ
､

尽
.

-

泣
.

.

p

ワ

■-
h

0

1
h

｢

(

1 0
)

聖
賢
k

弓
0
0

d
､

苺
･

b

恵
.

.

c

F
P

p
.

く
ー
.

G

已
e

ロ
S

O
ロ
.

竜
一

b

恵
.

､

p

p
･

-

h

-

-

P
00
.

(

1 1
)

G

巴
e

ロ
S

O

ロ
ー

尽
.
へ

箪
.

勺

ワ

ー

ご
-

窒
.

(

1 2
)

但
し
､

共

産
党

員
､

社

会

党
員
は

少

数
で

あ

り
､

中

心

人

物
の

ア

デ
ス

は

非
党

員
で

あ
っ

た

し
､

ル

ー

サ

ー

も

社

会

党
か

ら

ぬ

け
て

い

た
｡

H
.

E
O

弓
e

P
ロ

d

甲

ナ

W
己
訂
打
.

り

き

q
ゝ

等
､

聖
邑

葛
{

邑
等

知

芸
罫
等
-

当
e

弓

ぺ
○

旨
.

-

窒
¢
-

勺
勺

.
【

旨

ム
ー
.

句
.

C
O

†

m
i

e

【

a

邑

W
･

l
･

E

芝
O

n
.

き
邑
訂
さ

尽
.

邑
.

､

p
.

-

宝
.

(

1 3
)

結
果
は

非
難
決

議
が

二

度
と

も

採
択

さ

れ
､

奨
励

拾
が

否

決
さ

れ

て

い

ず
れ

も
ル

ー

サ

ー

派
の

勝

利
で

あ
っ

た

が
､

ス

ト

事

後

処
理

は

共

産
党
派
が

勝
っ

た
｡

全

国

組

合

役
員
選

挙

で

は
ル

ー

サ

ー

派
は

な

お

少

数

派
に

と

ど
ま
っ

て

い

た
｡

第
二

の

形
の

対
立

は

戦
争

中
の

貸
金

統

制

を

背

景
に

も
つ

も

の

だ
っ

た
が

ス

ト

ラ

イ

キ

放

棄
等
の

戦

争
協
力
は

最

後
ま

で

維
持
さ

れ

た
｡

l

発
k

W
.

S

打

諾
-

s
.

3
代

b
?

邑
尽ヾ

莞
邑

阜

勺
Q

≡
訂
已

治
乱
已
山

せ

寧
山

畜
叫

吉

宗
鴨

q
達

賢
丸

ゝ

ミ
し

胃
Q

さ

訂
3

b

邑
Q

声

亡

ロ

p

旨
-

i

s

F
e

d

勺
F

一
P
t

F
e
s

i

s

(

q
2 .

く
e
r
S
i

t

叫

○
≠

W
賢
○

ロ
S
-

ロ
)
.

-

浩
γ

c

F
P

勺
∽

+
)

r

㌍

(

1 4
)

S

打

霊
【

∽
.

息
.

b

畏
.

c

F

や
勺
S
.

㍍
Ⅰ
.

舛
H

I

I
.

(

1 5
)

長

沼

秀

世

｢

C

ュ

0
の

『

共

産

系
』

組
合

追

放
+

『

ア

メ

リ

カ

研

究
』

第
二

号
､

一

九

六
八

年
｡

(

1 6
)

S

打
e

e
-

∽
.

尽
.

邑
こ

p

ワ

岩
h

T
山

○

γ

(

1 7
)

-

P

C

k

∽
t

訂
b
2

コ

ロ
Q

e

等
逮
軋

達
内

､

き

q
』

司
.

宅
①

弓

ぺ
○

旨
､

-

也

示
N
､

勺

p
･

-

£
⊥

訟
.

11

か

く

し
て

成
立

し

た
ル

ー

サ
ー

体
制
は

ど

の

よ

う
な

政
治
的
性
格
を

も

っ

も
の

で

あ
っ

た

か
､

第
三

党
運
動
を

中
心

に

検
討
し

て

み

よ

う
｡

一

九

三

六

年
四

月
の

サ

ウ
ス

･

ベ

ン

ド

大
会
に

ル

イ
ス

の

代
理

で

出
席

し

て

い

た

C

I

O
の

ア

ド

ル

フ
･

ジ

ャ

ー

マ

ー

は
､

ロ

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

再

選
支
持

決
議
が

香
決
さ
れ

た

こ

と

を

聞
き
､

｢

共

産
主
義
者
と

社

会

主

義

(

1
)

者
に

大
会
を

乗
っ

取
ら

れ

た
+

と

激
怒
し

た

と
い

う
が
､

左

翼
系
の

活
動

家
が

多
か

っ

た
の

は

確
か

な

事
実
で

あ

る
｡

｡

の

扶
会
で

選
出
さ

れ

た

役

員
､

執
行

委
員
の

過
半
数
が

左

翼
で

あ
っ

た

と
い

う
｡

こ

う
し

た

情
況
を

反
映
し
て

大
会
で

は

労
農
党
支
持
の

決
議
も

採
択
さ

れ

た
｡

ま

た

六

月
二

二

日
､

マ

ー

チ

ン

組
合
長
が

十

頒
調
の

魁
合
要
求
を

発
表
し
た

時
に

は
､

独
立

政
治
運
動
が

掲
げ

ら

れ
て

い

た
｡

一

九
三

六

年
の

民
主
党
の

勝
利
に

刺
激
さ

れ

て

ロ

A

W

は
一

九
三

七

年
の

デ
ト
ロ

イ

ト

市
長
･

市
議
会
選
に

組
合
か

ら

独
白
の

立

候
補
者
を

送
っ

た
｡

目

標
は
エ

ン

リ
ア

ク
･

ピ

ッ

カ

ー

ト

市
警
察
部
長
の

更
迭
を

実
現
さ

せ

る

だ

け

の

影

響
力
を

市
に

対
し
て

行
使
す

る

こ

と
に

あ
っ

た

の

で

あ
る
｡

持
続
的
な

独
立
政
治
活
動
を

行
な

4 4 2



( 8 9 ) 研 究 ノ ー ト

う
た

め

の

準
備
と

し
て

口

A

V

政
治
行
動
委
員
会
は
､

組
合
員
十
二

万

五

千
の

選
挙
資
料
用
カ

ー

ド

を

作

製
す
る

な

ど

政
治
に

対

し

て

相

当
の

熱
の

入
れ

方
で

あ
っ

た
｡

市
議
会
立

候
補
者
の

ウ
ォ

ル

タ
ー
･

ル

ー

サ

ー
､

リ

チ

ャ

ー

ド
･

フ

ラ

ン

ケ
ン

ス

テ
イ

ー

ン
､

R
･

-
:

ト

ー

マ

ス
､

モ

ー

リ

ス

･

シ

ュ

ガ

ー

の

四

人
は

揃
っ

て

七

月
六

日
の

予
備
選
挙
に

当
選
し

た
｡

ル

ー

サ
ー

が

選
挙
の

所
信
表
明
の

中
で
､

自
ら

は
っ

き

り

と

社
会
党
貝
た

(

4
)

る

こ

と

を

述
べ

た

こ

と
は

注
目
さ

れ

る
｡

予
備
選
挙
で

の

得
票
数
か

ら

み

て
､

少
な

く
と

も
二

人
ほ

当
選
と

期
待
さ

れ

た
｡

と
こ

ろ
が
､

結
果
は

惨

(

5
)

敗
で

市
長
･

市
議
会
の

全
候
補
者
の

落
選
に

終
わ
っ

た
｡

そ

の

後

数
年
は
ロ

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

支
持
が

毎
年
通

過
し
､

第
三

党
運
動

も

下

火
と

な
っ

て

い

た
｡

と

こ

ろ
が
､

一

九
四

四

年
に

ミ

シ

ガ

ン

政
拍
連

盟

呂
訂

E

管
n

C
O

ヨ
m
O
ロ

W
e

已
t

F

句
e

d
e

岩
t
-

○

ロ

と
い

う

公
然
た

る

第
三

党
が

結
成
さ

れ

た
｡

こ

の

背
景
は

無
論
､

犠
牲
平
等
化

計
画
の

下
で

生

活

が

苦
し

く

な
っ

た
一

般
組
合
員
の

不

満
で

あ

り
､

ロ

A

W

の

大
口

ー

カ

ル

組
合
も

加
わ
っ

て

は
い

た
が
､

全
国
執
行
委
員
会
は
こ

れ

を

歓
迎
し

な
か

っ

た
｡

ま

た

C

I

O

も
､

､

､

シ

ガ

ン

民

主
党
を

支
配
下
に

お

い

て

お

り

別
の

政
党
は

必

要
と

考
え

な

か
っ

た
｡

一

九
四

四

年
の

地

方

選
挙
で

は

M

C
F

は

C

I

O

政
治
委
員
会
の

支
持
す
る

民

主
党
候
補
と

の

対

立

を

避
け

て

立

候
補
者
を

立
て

る

な

ど
､

C

I

O

側
か

ら
の

圧
力
と

独
立

政
治
活
動
へ

の

(

6
)

志
向
と
の

板
ば

さ

み

に

苦
し

み
､

間
も

な

く

消
滅
し
て

し

ま
っ

た
｡

一

九
四
五

年
五

月
に

ロ

A

W

ほ

再
び

デ
ト
ロ

イ
ト

地

方
選
挙
を

戦
っ

た
｡

市
長
に

リ

チ

ャ

ー

ド
･

フ

ラ

ン

ケ

ン

ス

テ
イ

ー

ン
､

市

議

会
に

ジ

ョ

ー

ジ
･

エ

ド

ワ

ー

ド
､

チ

ャ

ー

ル

ズ
･

A
･

ヒ

ル
､

ト

レ

イ
シ

ー
･

ド

ー

ル

が

そ

れ
ぞ

れ

立

候
補
し
た

が
､

保
守
派
の

猛
烈
な

巻
き

返
し
で

敗
れ

た
｡

こ

の

立

候
補
は
フ

ラ

ン

ケ
ン

ス

テ
イ

ー

ン

が

分

派
闘
争
上
の

立
場
を

有
利

(

-
)

に

し

よ

う

と

考
え

て

実
行
し

た

も
の

だ

と
い

う
｡

一

九
四

八

年
に

は

全
国
執
行
委

員
会
が

｢

公
式
な

政
治
目
標
と

し
て
一

九

四
八

年
給
選

挙
後
に

真
に

革
新
的
な

政
党
を

結
成
す

る

こ

と
+

を

採
択

し
た
｡

ロ

A

W

が

C

I

O

に

従
っ

て
､

ト
ル

ー

マ

ン

支
持
に

転

換
し
て

か

ら

も
ロ

A

W

は

ト

ル

ー

マ

ン

に

熱
意
を

示

さ

な

か
っ

た
｡

そ

し
て
一

九

四

九

年
一

月
一

九
日

(

即
ち

ト
マ

ス

･

デ
ュ

ー

イ

が

当
選
す
る

と

思
わ
れ

た

日
)

に

教
育
会
議
は

第
三

党
運
動
を

お
こ

す

計
画
だ
っ

た
｡

と
こ

ろ

が

ト

ル

ー

マ

ン

が

当
選
し
た

た

め

頓
挫
し
て

し

ま
っ

た
｡

同
年
の

大

会
で

は
､

｢

真
に

リ

ベ

ラ
ル

で

進
歩
的
な

諸

勢
力
を

動
員
し

て

新
た

な

政

治
勢
力
の

結
集
+

を

呼
び

か

け
た

多
数
派
決
議
案
と

前
年
の

計
画
の

実
現
を

要
求
す

る

少
数
派
案
が

提
出
さ
れ

た

が
､

前
者
ほ

二

大
政
党
制
を

支
持
す
る

性
格

の

も

の

で

あ
っ

た
｡

し
か

し

第
三

党
を

支
持
す
る

勢
力
を

無
視
で

き

ず
両

案
を

折
衷
し

た

形
で

採
択
さ

れ

た
｡

五
一

年
に

も
や

は

り

同
様
の

対

立
が

み

ら

れ

た

が
､

政

策
作
成
の

た

め
の

労
働
者
会
議
を

主
張
す

る

多
数
派
案

が

労
働
党
結
成
の

た

め
の

会
議
を

主
張
す
る

少
数
派
案
を

お

さ

え

た
｡

こ

の

大
会
以

後
､

第
三

党
結
成
の

主

張
は

見
ら
れ

な

く

な
っ

た
｡

五

九
年
大

会
で

は

長
年
の

労
働
党
結
成
論
者
メ

イ
ジ

ー

書
記
長
さ

え

そ

の

考
え

を

変

(

8
)

え
た

こ

と

を

表
明
し

た
｡

ル

ー

サ

ー

は

戦
争
中
か

ら
ロ

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

政
府
と

接
触
を

も
っ

て

お

(

9
)

(

10
し

り
､

戦
後
も

民

主
党
系
の

ア

メ

リ

カ

民

主
化
行
動
隊
A

D

A

に

参
加
し
た
｡

デ
ト
ロ

イ

ト

地

方
選
挙
に

敗
れ

た

後
は
､

常
に

第
三

党
運
動
に

反
対

し
､

親
労
働
組
合
勢
力
と
の

提

携
を

主
張
し
､

口

A

W

組
合
長
の

地

位
に

よ
っ

(

1 1
)

て

民

主
党
に

影
響
力
を

行

使
し

た
｡

4 4 3



一

橋 論叢 第七 十 四 巻 第 四号 ( 9 0 )

ロ

A

W

の

政
治
活
動
を

総
括
す

れ

ば
､

第
三

党
の

結
成
を

支
持
す
る

勢

力
は

根
強
く

存
在
し
た

が
､

デ
ト
ロ

イ

ト

の

地

方

選
挙
で

さ
え

も
一

人
の

当
選
者
も

出
す
こ

と

が

で

き

ず
に

終
わ
っ

た
｡

従
っ

て

残
さ
れ

た

道
は

多

数
の

票
を

武
器
に

し

た

圧
力
団
体
の

方

向
で

あ
っ

た
｡

こ

の

意
味
で

ロ

A

W

は

既
存
の

労
働
運
動
の

政
治
路
線
に

従
っ

た

わ

け
で

あ
る
｡

し
か

し
､

ル

ー

サ
ー

は

社
会
改
良
的
な

思
想
の

持
ち

主
で

あ

り
､

労
働
組
合
の

社
会

改
良

促
進
の

役
割
を

重
く

見
て

い

た
｡

そ

の
一

つ

の

あ

ら

わ
れ

が
一

九
六

八

年
の

ロ

A

W

の

A

F

L

-

C

I

O

脱
退
､

ト

ラ
ッ

ク

運
転
手
組
合
と
の

(

1 2
)

労
働
者
行
動
同
盟

A
亡
i

a

ロ
C

e

訂
1

J
p

b
0

1

A
c

t

ど
n

結
成
に

見
ら

れ

る
｡

こ

の

点
で

は

少
し
も

:

勺

宅
e

甲
声

仁

s
i

m
p
-

e

:

で

は

な
か

っ

た
｡

(

1
)

H
O

弓
①

㌢
ロ
d

W
i

d

訂
打
.

尽
･

b

恵
･

.

ワ

訟
･
但
し
､

こ

の

後
ル

イ

ス

の

圧

力
で

ロ

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

支

持
決

議
は

可

決
さ

れ

た
｡

(

2
)

G
巴
e

ロ
S

O

n
.

尽
･

邑
こ

p
･

-

ご
･

(

3
)

q

已
訂
礼

ゝ

邑
Q

…
Q

巴
訂

司
Q

品
等
.

】

已
叫

N
.

-

¢

宗
.

(

4
)

C
0
1

m
訂
H

甲
ロ
d

E

巳
○

ロ
ー

尽
･

邑
･

､

p
･

-

N

山
･

(

5
)

､

巴
丸
J

p
p
･

-

N

N

-
N

デ

ル

ー

サ

ー

は

こ

れ

以

後
､

公

職
選

挙
に

立

候

補
す
る

こ

と

は

な

か
っ

た
｡

ま

た
､

こ

の

頃
既
に

社

会

党
貝
と

し
て

は

余
り

活

動
し

て

い

な

か
っ

た
｡

(

フ

ラ

ン

ク
･

ウ

イ

ン

の

メ

モ

｡

G
巴
¢
ロ
S

O

ロ
､

尽
･

邑
こ

p

ワ
ー

詮
ム
ー

参
照
｡

)

彼
が

な

お

社
会

党
員
と

し

て

選

挙

に

出

た
の

は
､

組

織
な

し
に

は

十

分
な

政

治
的

活

動
は

で

き

な
い

か

ら
で

あ

り
､

ま
た
､

彼
が

政
治
分

野
に

出
馬
す

る

の

を

や

め

た
の

は
､

立

法

活

動
よ

り

も

覿

合

活

動
の

方

に

は

る

か

に

大
き

な

可

能
性

が

あ
る

た

め

だ
､

と
ル

ー

サ

ー

白
身
の

ち

に

語
っ

て

い

る

(

C
O
【

邑
e
r

甲
ロ

d

E

芝
O

n
-

尽
･

邑
･

.

p

勺

･
-

N
ム

T
N

h
.

)

｡

(

6
)

n
O

ま
u

畳
む

毛
】
巨
c

打
-

阜
Q

む
こ

や
ゃ

仙

認
⊥
千

里
駕
打
･

4 垂
.
一

号

弓
0
0

戸
八

竜
.
b

恵
.

.

p

ワ

N

-
h

T
-

か
一

(

7
)

H
O

弓
e

P
ロ

ー

W
i

d
i

c

打
.

Q

や

邑
.

.

勺

p
.

N

ご
-

記
.

U
-

p
c

打

w
0

0

d
.

阜
･

Q
叫

㌻

p

ワ

N

今
N

ム
干

(

8
)

S
t
i

e

J
e

J

尽
一

n

恵
.

-

勺
p
.

山

‥
T
合
.

(

9
)

C
O
r

邑
e
r

P

邑
E
P

t

O

ロ
.

Q

や

n

訂
二

C

F
P

p
t
e

【

-

h

参
照
｡

(

1 0
)

､

ひ
叫

丸
こ

p
p

.
N

冨
-
∞

〇

一

(

1 1
)

旨
叫

乳

こ

C

F
む

匂
.

N

O

参
照
｡

(

1 2
)

簡

単
に

は

ト

巴
礼
こ

p

p
.

き
00

⊥
P

IIl

以

上
ロ

A

W

の

安
定
と

そ

の

政
治
的
機
能
を

概
観
し

た
｡

最
後
に

ニ

ュ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

期
の

労
働
運
動
の

性
櫓
を

前
記
二

氏
の

学
説
を

手
が

か

り

に

し
て

考
察
し

て

結
論
に

か

え

た
い

｡

パ

ー

ル

マ

ン

は

前
掲
論
文
に

お

い

て
､

j

O

b

c

O

ロ
S

2.〇
亡

買
e
S

S

と
C
-

思
S

C

O

n
S

C
小

○
亡
S

ロ

望
S

と

い

う

対

概

念
を

用
い

て
､

ニ

ュ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

前

後

の

ア

メ

リ

カ

労
働
運
動
の
一

貫
性
を

主
張
し

た
｡

｢

左

巽
と

き

こ

え

の

高

い

ハ

リ

ー
･

ブ

リ

ッ

ジ

ズ

の

沖
仲

仕
･

倉
庫
労
働
者
組
合
で

さ

え

も

そ

の

組
織
下
に

あ

る

職
業
は

誰
で

も

自
由
に

就
く
こ

と
が

で

き

る
､

と

は

宣

言

(

1
)

し
て

い

な

い

の

で

あ

る
｡

+

つ

ま

り
､

パ

ー

ル

マ

ン

ほ

職
業
の

専

有
と

い

う

意
味
で

j

O

b

c

O

n
∽

2 .
〇

亡
S

ロ
e
∽

∽

と
い

う

言
葉
を

用
い

て

い

る
｡

こ

の

下

に

は
パ

ー

ル

マ

ン

理

論
の

キ

イ

概
念
で

あ
る

｢

機
会
の

稀
少
臥
艶
+

が

横

た

わ
っ

て

い

る
｡

こ

れ
に

対

す
る

ギ

ャ

レ

ン

ソ

ン

の

批
判
は

(

一

)

ニ
.

ユ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

期
に

出
現
し

た

労
働
運
動
が

ゴ

ン

バ

ー

ズ

主
義
を

再
現
さ



( 9 1 ) 研 究 ノ
ー

ト

せ

た

と

は

考
え

ら
れ

な
い
ひ

職
穫
規
制

首
c

｡

n
t

邑
と

排
他
的

管
格
棒

e

邑
亡
∽

才
d

‥

首
i

邑
-

c
t
小

O

n

が

以

前
の

時

代
と

同
じ

中
心

的
な

役

割
を

担

っ

た

と

い

う

考
え

は

受
け

入
れ

難
い
､

(

二
)

労
働
運
動
の

決

定

要

因
は

多
元
的
で

あ

り
､

各

要
因
相
互

間
の

比

重

を

定
量
す

る
こ

と

は

難
し
い
､

と
い

う
も

の

で
､

例
証
と

し

て

こ

の

期
間
の

運
動
史
を

概

括
的
に

記
述
し

(

3
)

て

い

る
｡

既
に

行
論
か

ら

明
ら

か

な

よ

う
に
､

議
論
は
か

み

あ
わ

な

い
｡

ギ

ャ

レ

ン

ソ

ン

は
パ

ー

ル

マ

ン

の

中
心

概
念
を

取
り

違
え
て

い

る

の

で

あ

る
｡

批

判
の

(

二
)

に

し
て

も
パ

ー

ル

マ

ン

が

多
元
的

要
素
を

無
視
し

て

い

な

い

こ

と

は

全
体
の

記
述
か

ら

す

ぐ
に

読
み

と

れ

る
｡

そ

も

そ

も
パ

ー

ル

マ

ン

の

理

論
は

中
産
階
級
的
な

｢

機
会
の

豊
餞
意
識
+

と

の

対

比
で

構
成
さ
れ

た

も
の

で

あ

る

た

め
､

ニ

ュ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

の

変
化
を

捉
え

る

に

は

余
り

通
し
て

い

な

い

の

で

あ

る
｡

一

方
､

ギ

ャ

レ

ン

ソ

ン

も

政
治
的

側
面
に

つ

(

4
)

い

て

労
働
運
動
全
体
が

党
派
的
に

な
っ

た

と

変
化
を

指
摘
し
て

い

る
｡

n

A

W

の

歴
史
の

政
治
的
側
面
の

分
析
か

ら

は

次
の

よ

う
に

言
い

う
る

だ

ろ

う
｡

ロ

A

W

の

政
治
的
な

志
向
は
二

大
政

党
制
の

枠
内
に

収
ま

り

き

ら

な

い
一

面
を

持
っ

て

は
い

た

が
､

実
際
行
動
に

移
る

と

た

ち

ま

ち

破
産

(

5
)

し

た
｡

し

か

し
､

社
会
党
系
の

活
動
家
を
バ

ッ

ク

に

支
配
体
制
を

確
立
し

た

ル

ー

サ

ー

は

ア

メ

リ

カ

労
働
運
動
に

｢

革
新
的
+

要
素
を

付

加
し

た
｡

そ
れ

を
一

言
で

要
約
す
れ

ば
､

大
労
働
組
合
の

持
つ

社
会
的
､

政
治
的
影

響
力
を

背
景
に

し

た

社
会
改
良
主

義
と

言
え

よ

う
｡

特
に

第
二

次

大
戦
期

の

｢

ル

ー

サ
ー

計
画
+

等
に

み

ら

れ

る

労
働
組
合
の

社
会
計
画
へ

の

参
加

(

$
)

姿
勢
を

与

ち

だ

し

た
こ

と

は

注
目
さ

れ

る
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

ア

メ

リ

カ

労
働
運
動
史
は
こ

れ

ま

で

不

明
確
な

概
念

を

用
い

て

議
論
さ

れ

て

き

た
｡

研
究
の

前
進
の

た

め

に

は
､

キ

イ

概
念
の

(

7
)

明

確
化
と

と

も
に
､

き

め

の

細
か

い

歴
史
的
実
態
分
析
が

必

要
で

あ

る
｡

そ

う
し
て

後
は
じ

め

て

ロ

A

W

の

歴
史
的
位
置
も

明
ら

か

に

な

る
｡

筆
者

に

と
っ

て

そ

れ
が

次
の

大
き

な

課
題
で

あ

る
｡

(

1
)

U
頸

訂
【

賀
良

ぺ
○
亡

ロ
g
-

阜
･

邑
こ

り

い

芦

(

2
)

S
e

亡

g

勺

邑
m
p

ぎ

ゝ

ヨ
昌
ぢ

阜
卜

乳
Q

､

転
Q

冨

莞
阜
ウ

訂
w

ペ
○
【

打
.

-

や

N

00
.

(

3
)

G
巴

昌
S

O
ロ
､

阜
･

b

ぎ
勺

勺
･

宝
○

ム
や

(

4
)

叫

巴
札
こ

勺

p

･
恐
T

h

T
宝
･

(

5
)

労
働
党
運

動
全

般
に

つ

い

て

は

長
沼

秀
世

｢

一

九
三

〇
年

代

の

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

労

働

党
運

動
+

『

歴

史
学

研

究
』

別

冊

特

集
､

一

九

七
二

年
一

一

月

参
照
｡

(

6
)

ル

ー

サ

ー

の

思

想
に

つ

い

て

は

C
0
1

m
岩

.

【

賀
P

E

賢
○

ロ
･

阜

邑
.

の

ほ

か
､

雪

山

慶
正

｢

ウ
ォ

ル

タ

ー

･

ル

ー

サ

ー

の

人

と

思

想
+

『

専
修
大
学

論
集
』

第
二

三

号
､

一

九

六

九

年
六

月

参
照
｡

(

7
)

津
田

真

数
教

授
の

ビ

ジ

ネ

ス

･

ユ

ニ

オ

ニ

ズ

ム

理

解
は

こ

の

例

と

し
て

注

目
さ

れ

る
｡

『

ア

メ

リ

カ

労
働
運

動

史
』

は

し

が

き
､

あ

と

が

き

参
照
｡

(

一

橋
大

学
大
学

院
博
士

課

程
)
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